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びっくり福岡！
でも元気です！
―　福岡県西方沖地震の影響について　―

３月2０日（日）、福岡市沖の玄界灘を震源地とする地震（M7,震度６弱）により、福岡県北部は大きな被害を受け、本市の離島「玄界島」の島民など約1,800名の市民が、現在も避難生活を余儀なくされています。被災地の復旧に向けては、市職員をはじめ関係機関の皆様のご支援をいただきながら全力で取り組んでいます。
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ご心配をおかけしていますが、現在、福岡市の交通、ライフラインなどは、ほぼ平常に戻っています！
　震災後、福岡市には、全国の皆様から温かい励ましのお言葉が寄せられるとともに、多くのご支援をいただいています。皆様のお心遣いに心より感謝申し上げます。
　福岡市民にとりましては、経験のない大きな地震でしたが、既に福岡の街は元気に動き出しています。

　市内の宿泊施設や観光施設も営業をほぼ再開しています！
　市内の宿泊施設も一部には被害もありますが、ほとんど営業を再開しており、主要な観光施設にも大きな被害はなく、元気に営業しています。
　地震に関する情報等は市のHP（http://www.city.fukuoka.jp）に掲載しています！
　20日以降の余震の回数も日を追うごとに減り、日常生活の中ではほとんど感じなくなっています。福岡へ来訪の方で、ご心配の方は市のホームページをご覧いただくか、直接、市観光課（092-711-4331）へお問い合わせください。

福岡市は、震災に負けず、今日も元気に営業しています。

皆様のお越しを心よりお待ちしています。
福岡市観光課職員一同

